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医療センター東京都健康長寿
地方独立行政法人

　４月より秋下雅弘先生の後任としてセンター長に就任いたしました神﨑恒一でございます。前職では杏林大学
医学部高齢医学教授として、老年医学を専門に臨床・教育・研究に携わってまいりました。診療面では、高齢診
療科（病棟・外来）およびもの忘れセンター（外来）の運営に従事してまいりました。４月より高齢者専門医療機関
である東京都健康長寿医療センターにて勤務できますことを大変光栄に思うとともに、その責務の重さを深く
認識しております。
　さて、当院は都内唯一の高齢者専門高度医療センターとして、「患者さんとご家族に喜ばれる医療」の実現を
基本理念としております。高齢者に多い脳・心血管疾患、認知症、糖尿病、がん治療を重点領域としつつ、
骨・関節疾患、腎疾患、感覚器疾患（白内障、難聴）、呼吸器疾患など幅広い分野において、充実した診療体制と
専門スタッフのもと高度な医療を提供しております。また、小児科・産婦人科関連を除く幅広い疾患に対応
する救急医療にも積極的に取り組んでおります。
　当院では、高齢者に対する最先端の高度医療と、身体への負担を軽減する低侵襲医療の両立を目指しております。
さらに、地域におけるコホート研究などを推進する研究機能を併せ持つセンターとして、「健康長寿」および
「幸福長寿」の実現に貢献することを使命としております。その実現のために、患者さんお一人おひとりとご家族
に対して十分な説明とご理解を得たうえで、①質の高い医療の提供、②退院後の生活の質を見据えた医療、
③地域の医療機関および各種施設との緊密な連携を重視した医療を推進してまいります。その際、退院後の
生活が円滑に営むことができるよう、最大限の支援を行う所存です。
　今後とも、地域連携のより一層の強化に努めてまいりますので、引き続きご支援とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。患者さんとご家族はもとより、連携医療機関の皆様にも丁寧で誠実な対応を心がけ、
職員一同一丸となって邁進してまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

　４月より副院長を拝命いたしました山本寛と申します。日頃より当センターとの診療連携にご尽力いただき、
心より御礼申し上げます。
　高齢者の多くは、住み慣れた環境で、その人らしい生活を維持していくことを望んでおられます。こうした
ニーズに応えるため、複数の疾患の治療に加え、生活機能や認知機能、社会的背景を踏まえた診療を進めていく
ことが重要です。とりわけ内科系疾患においては、救急受診や入院を契機として生活機能が低下し、その後の
再入院へとつながる「悪循環」に陥ることが重要な課題と考えております。
　こうした観点を踏まえますと、多くの高齢患者さんについて、一度当センターで評価や診療に関わらせていた
だくことで、その後のご診療にお役立ていただける場合があると考えております。急性増悪や診断・治療に
お困りの症例などがございましたら、ぜひご紹介ください。診療後は速やかに先生方へ逆紹介させていただき、
地域での継続診療につなげてまいります。
　今後も地域の先生方との連携を一層深め、患者さんの生活を支える医療の実現に努めてまいります。引き続き
どうぞよろしくお願い申し上げます。
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今後ともよろしくお願いいたします。

昇任医師昇任医師ののご紹介ご紹介

東 京 大 学 （平成24 年 卒）出 身 大 学

認知症性疾患、神経変性疾患・難病、
脳神経内科疾患全般専 門 分 野

日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本神経学会認定 神経内科専門医・指導医
日本認知症学会専門医・指導医
難病指定医

資 　 　 格

脳神経内科疾患全般、特にアルツハイマー病など
認知症性疾患の診断・治療を専門としています。コ メ ン ト

脳神経内科　専門医長
もの忘れ外来 ( 抗アミロイドβ抗体専門外来 )

クリハラ　マサノリ

栗 原　正 典

東 京 医 科 歯 科 大 学（ 現 ： 東 京 科 学 大 学 ）
（平成21 卒）出 身 大 学

精神保健指定医
日本精神神経学会認定専門医・指導医
日本認知症学会認定専門医・指導医
日本老年精神医学会認定専門医・指導医

資 　 　 格

老年精神医学を専門とし、認知症や老年期うつ病
の診療と研究に取り組んでいます。多職種連携を
基盤に、臨床と研究を融合し、地域医療にも貢献
しながら患者さんとご家族を支える医療の実現を
目指してまいります。

コ メ ン ト

精神科　専門医長

マツイ　ヒトミ

松 井　仁 美

専 門 分 野 老年精神医学

総合内科・高令診療科　専門医長

ハマヤ　ヒロノブ

濵 谷　広 頌
出 身 大 学 日 本 医 科 大 学 （平成22 年 卒）

専 門 分 野 内科一般

資 　 　 格
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本老年医学会専門医
日本呼吸器学会専門医

コ メ ン ト
高齢者医療を中心に、様々な視点から皆様のお困
りごとを解決できるよう努めて参りたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。

内科総括部長　総合内科・高齢診療科　部長

イワキリ　リカ

岩 切　理 歌
出 身 大 学 日 本 医 科 大 学 （平成元年 卒）

専 門 分 野 内科一般、老年内科

資 　 　 格
日本内科学会認定総合内科専門医・指導医
日本老年医学会老年科専門医・指導医
日本血液学会血液専門医

コ メ ン ト

総合内科・高齢診療科は多疾患罹患状態の患者様
が多いことから、複数の診療科と連携しながら診
療してまいりました。これまでの経験を、内科系
診療科全体に共通する課題の解決に生かせていけ
ればと思っております。引き続き地域医療への貢
献に力を尽くしてまいりますので、何卒ご支援の
ほどよろしくお願い申し上げます。

糖尿病・代謝・内分泌内科　専門医長

コデラ　レミ

小 寺　玲 美
出 身 大 学 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学 （平成22 年 卒）

専 門 分 野 糖尿病、内分泌代謝、老年医学

資 　 　 格
日本内科学会認定総合内科専門医
日本糖尿病学会認定糖尿病専門医
日本老年医学会認定老年病専門医

コ メ ン ト

本年度より、糖尿病・代謝・内分泌内科の専門医
長を拝命致しました。患者様一人ひとりに寄り添
い、最新の知見に基づいた質の高い医療を提供で
きるよう努めてまいります。地域医療への貢献に
も力を尽くしてまいりますので、何卒よろしくお
願い申し上げます。



これからお世話になります。ご紹介のほどよろしくお願いいたします。

新任医師新任医師ののご紹介ご紹介

ウチダ　ノブエ
内 田　伸 恵放射線治療科　部長

島根医科大学医学部医学科（昭和59 年 卒）出 身 大 学

放射線治療全般専 門 分 野

放射線科専門医、放射線治療専門医、
日本医学放射線学会研修指導者、がん治療認定医資 　 　 格

身体への負担が少ない放射線治療で、がんの根治を
目指したり、がんに伴う苦痛症状を和らげることが
可能です。丁寧な診察を心掛けています。よろしく
お願いいたします。

コ メ ン ト

　ツノダ　ショウ
角 田　翔脳神経外科　医長

山 形 大 学（平成24 年 卒）出 身 大 学

脳血管外科 ( 動脈瘤クリッピング、頸動脈内膜剥
離、脳血管バイパス )、脳腫瘍・脳血管奇形摘出術、
微小血管減圧術（顔面痙攣、三叉神経痛）

専 門 分 野

日本脳神経外科学会専門医　指導医
日本脳卒中の外科学会　認定技術指導医
日本脳卒中学会　脳卒中専門医　指導医

資 　 　 格

直達顕微鏡手術に関して、長年ノウハウを積んでま
いりました。術後疼痛や整容面まで配慮した丁寧で
安全な手術を心がけています。なんなりとご相談く
ださい。

コ メ ン ト

マルヤマ　アヤコ
丸 山　絢 子耳鼻咽喉科　医長

山 梨 大 学（平成21 年 卒）出 身 大 学

耳科学、難聴専 門 分 野

耳鼻咽喉科頭頚部外科専門医
耳鼻咽喉科研修指導医、補聴器適合判定医
東京都身体障害者福祉法第15条1項指定医（聴覚、
平衡機能、音声・言語機能およびそしゃく機能障害）

資 　 　 格

おひとりおひとりとご相談しながら、適切な医療を
提供してまいります。
耳科領域だけでなく、当科領域でお困りのことがご
ざいましたらどうぞご紹介ください。何卒よろしく
お願いいたします。

コ メ ン ト

アカシ　トシアキ
明 石　敏 昭放射線診断科　部長

奈 良 県 立 医 科 大 学 （平成17 年 卒）出 身 大 学

神経放射線専 門 分 野
医学博士
日本医学放射線学会認定放射線診断専門医
日本医学放射線学会認定指導医

資 　 　 格

放射線診断科では検査を適切かつ効率的に実施でき
る体制を整備し、診断・治療へと円滑に結びつくよ
うな医療を目指します。

コ メ ン ト

ササキ　ケンイチ
佐々木　賢 一泌尿器科　医長

北 里 大 学 （平成25 年 卒）出 身 大 学

腎細胞癌、排尿障害、尿路結石、ロボット手術、
癌のウイルス療法専 門 分 野

日本泌尿器科学会 専門医・指導医
がん治療認定医、日本医師会認定産業医資 　 　 格

排尿障害から悪性腫瘍まで幅広く対応いたします。
どうぞよろしくお願いいたします。コ メ ン ト

カメイ　リョウスケ
亀 井　亮 佑膠原病・リウマチ科

東 京 大 学 （平成26 年 卒）出 身 大 学

膠原病・リウマチ診療専 門 分 野

博士（医学）　東京大学、日本内科学会　認定内科
医、日本内科学会　総合内科専門医資 　 　 格

膠原病・リウマチ疾患について、全身を診る丁寧な
診療を心がけております。地域の医療に貢献できる
よう努めてまいりますので、何卒よろしくお願い申
し上げます。

コ メ ン ト

イサジ　チアキ
伊佐治　千 明精　神　科

群 馬 大 学 （ 平 成 2 8 年  卒 ）出 身 大 学

精神医療全般専 門 分 野

日本精神神経学会認定専門医、精神保健指定医資 　 　 格

よろしくお願いいたします。コ メ ン ト

トミノ　タクロウ
富 野　琢 朗消化器・内視鏡内科

日 本 大 学 （ 平 成 3 0 年  卒 ）出 身 大 学

消化管内視鏡診断および治療専 門 分 野

日本専門医機構認定　内科専門医
日本消化器病学会　消化器病専門医
日本消化器内視鏡学会　消化器内視鏡専門医

資 　 　 格

4 月より東京都健康長寿医療センターに赴任しまし
た、富野と申します。前職は国立がん研究センター
東病院で消化管内視鏡診断と治療を専門に研鑽を積
んでまいりました。内視鏡検査をご希望の患者様が
いらっしゃいましたら、遠慮なくご紹介ください。

コ メ ン ト

バンナイ　タロウ
坂 内　太 郎脳神経内科　医長

東京大学（平成 21 年 卒）出 身 大 学

認知症性疾患、脳神経内科疾患全般専 門 分 野
日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本神経学会認定 神経内科専門医・指導医
日本認知症学会専門医・指導医
難病指定医

資 　 　 格

丁寧な診療、安心できる医療を心がけて参ります。
どうぞよろしくお願いいたします。コ メ ン ト



ゴトウダ　コウヘイ
後藤田　晃 平放射線診断科

京 都 大 学 （ 令 和 3 年  卒 ）出 身 大 学

画像診断専 門 分 野

適切な検査と読影により地域医療に貢献できる
よう努めてまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

コ メ ン ト

ヌマガ　ユカ
沼 賀　由 佳眼　科

東 京 慈 恵 会 医 科 大 学 （ 令 和 2 年  卒 ）出 身 大 学

地域の先生方から安心して患者様をお任せいた
だけるよう、緊密な連携と情報共有に努め、共
に地域医療を支えてまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。

コ メ ン ト

　　お知らせ　
令和 8 年 7 月 2 日（木）18時30分より、板橋区立文化会館にて特別講演会・連携懇親会を開催予定です。
詳細は別途ご案内いたします。

これまで大変お世話になりました。
荒　木　　厚　健康長寿医療研修センター長
　　　　　　　（糖尿病・代謝・内分泌内科）

宮　腰　重三郎（血液内科　部長）

小　林　寿美子（血液内科　部長）

東　原　真　奈（脳神経内科　専門部長）

青　景　聡　之（救急・集中治療科　部長）

鳥　羽　梓　弓（循環器内科　医長）

三　井　秀　雄（消化器・一般外科　医長）

小　原　健　太（脳神経外科　医長）

津　坂　恭　央（泌尿器科　専門医長）

鈴　木　康　弘（耳鼻咽喉科　医長）
吉　村　沙　織（循環器内科　医員）
籠　尾　南海夫（呼吸器内科　医員）
　平　　賢一郎（脳神経内科　医員）
貝　沼　晃　成（精神科　医員）
　森　　智　裕（精神科　医員）
髙　坂　柾　博（整形・脊椎外科　医員）
兒　玉　瑞　穂（麻酔科　医員）
芳　野　泰　史（麻酔科　医員）
樋　口　智　博（放射線診断科　医員）

退任医師退任医師ののご案内ご案内

各種問い合わせ

外来医師配置表はこちらよりご確認いただけます。

● 医療連携係（直通）	 ☎ 03-3579-6963（平日 9:00 ～ 17：00）
● 予約センター　	 ☎ 03-3964-4890（平日 9:00 ～ 17：00）　　

● 緊急受診・緊急入院のご相談 	 ☎ 03-3964-1141
　 ※ 「緊急受診（入院）の依頼です。〇〇科の連携当番医につないでください」とお話ください。
● 脳卒中科ホットライン  	 ☎ 080-4116-1141
　 ※脳卒中の発症が疑われる場合にご活用下さい。
● 循環器ホットライン  	 ☎ 03-3962-8325
　 ※�急性冠症候群、弁膜症、心不全、不整脈、大動脈瘤、大動脈解離、急性動脈閉塞など緊急対

応が必要な時、その他お困りの時は、いつでもご連絡下さい。
● 急性腹症外科ホットライン  	 ☎ 03-3964-3260 （平日 9:00 ～ 17：00）
	 　　※令和 7 年 4 月 21 日より電話番号変更

   ※�虫垂炎、胆嚢炎、消化管穿孔、ヘルニア嵌頓、絞扼性腸閉塞などを疑う急な腹痛。
　　診断がついていない状態でも構いません。


